「かけ踊り」再考 by 中村 茂子 et al.
﹁
か
け
踊
り
﹂
再
考
中
村
茂
子
は
じ
め
に
一
﹁
か
け
踊
り
﹂
そ
の
名
称
と
分
布
二
中
部
日
本
山
間
地
域
に
伝
承
さ
れ
た
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
特
色
１
長
野
県
下
伊
那
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
２
岐
阜
県
郡
上
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
三
風
流
踊
り
の
展
開
１
風
流
ふ
り
ゅ
う
拍はや
子し
物もの
２
風
流
踊
り
お
わ
り
に
現
行
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
位
置
づ
け
−
−
は
じ
め
に
平
成
二
一
年
度
に
文
化
庁
が
実
施
し
た
﹁
下
伊
那
の
か
け
踊
﹂
調
査
報
告
書
作
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
四
〇
余
年
ぶ
り
に
長
野
県
下
伊
那
郡
泰やす
阜おか
村
の
﹁
榑くれ
木き
踊
り
﹂
調
査
を
実
施
し
た
。
現
在
、
﹁
榑
木
踊
り
﹂
を
伝
承
し
て
い
る
の
は
温
田
の
み
で
あ
り
、
平
成
一
七
年
を
最
後
に
中
断
し
た
泰
阜
村
梨
久
保
で
は
、
か
つ
て
の
伝
承
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
氏
神
池
野
神
社
境
内
の
保
管
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
﹁
榑
木
踊
り
﹂
の
諸
道
具
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
﹁
榑
木
踊
り
﹂
﹁
念
仏
踊
り
﹂
﹁
盆
踊
り
﹂
な
ど
と
も
称
し
て
い
る
下
伊
那
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
伝
承
地
は
山
間
地
帯
に
位
置
し
、
現
在
深
刻
な
過
疎
化
と
高
齢
化
を
阻
止
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
筆
者
は
、
﹁
下
伊
那
の
か
け
踊
﹂
調
査
報
告
書
の
総
説
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
過
程
1
で
昭
和
四
七
年
の
拙
稿
﹁
か
け
踊
の
研
究
﹂
を
読
み
返
す
必
要
に
迫
ら
れ
、
2
﹁
か
け
踊
り
﹂
に
関
し
て
再
考
察
の
必
要
を
感
じ
た
。
平
成
二
二
年
五
月
と
六
月
に
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
植
木
行
宣
芸
能
文
化
史
論
集
３
﹃
風
流
踊
と
そ
の
展
開
﹄
、
お
よ
び
山
路
興
造
﹃
近
世
芸
能
の
胎
動
﹄
が
、
﹁
か
け
踊
り
﹂
再
考
察
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
植
木
氏
は
一
定
地
域
に
3
集
中
す
る
風
流
の
伝
承
を
押
さ
え
、
そ
こ
に
措
定
さ
れ
る
芸
能
文
化
圏
の
類
型
化
を
行
い
、
各
地
域
的
類
型
を
比
較
し
て
類
似
と
と
も
に
相
違
を
問
う
研
究
が
要
請
さ
れ
る
と
指
摘
し
、
現
地
調
査
記
録
を
多
数
掲
載
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
4
た
、
山
路
氏
は
文
献
史
料
を
重
視
さ
れ
、
一
四
世
紀
末
の
﹁
風
流
拍
子
物
﹂
は
盆
の
﹁
念
仏
拍
子
物
﹂
と
正
月
の
﹁
松
囃
子
﹂
で
あ
り
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
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は
奈
良
に
風
流
踊
り
が
展
開
、
一
六
世
紀
初
頭
に
な
る
と
京
都
・
奈
良
の
郷
々
で
組
織
さ
れ
た
風
流
踊
り
が
各
所
へ
掛
け
わ
た
り
、
従
来
の
﹁
拍
子
物
﹂
は
、
風
流
踊
り
の
﹁
中
踊
り
﹂
と
し
て
﹁
側がわ
踊おど
り
﹂
の
中
心
に
仮
装
姿
で
踊
り
を
囃
す
役
割
を
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
行
西
日
本
の
風
流
踊
り
の
多
く
は
、
﹁
側
踊
り
﹂
を
失
っ
て
﹁
中
踊
り
﹂
が
固
定
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
﹁
側
踊
り
﹂
は
独
立
し
て
近
世
の
﹁
盆
踊
り
﹂
へ
展
開
し
た
と
い
う
。
5
両
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現
在
下
伊
那
地
方
と
郡
上
地
方
に
集
中
的
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
風
流
踊
り
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
み
た
い
。
一
﹁
か
け
踊
り
﹂
そ
の
名
称
と
分
布
管
見
の
か
ぎ
り
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
現
存
伝
承
は
、
下
伊
那
地
方
と
郡
上
地
方
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
名
称
に
つ
い
て
、
歴
史
的
に
は
一
五
世
紀
前
半
か
ら
京
都
や
奈
良
の
貴
族
が
残
し
た
日
記
の
中
に
﹁
念
仏
拍
物
﹂
﹁
拍
物
風
流
﹂
﹁
念
仏
風
流
﹂
な
ど
が
、
集
団
で
目
的
地
へ
練
り
込
ん
で
踊
る
行
為
を
﹁
風
流
を
掛
け
る
﹂
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
行
為
を
種
目
名
と
し
て
用
い
た
の
が
、
﹁
か
け
踊
り
﹂
と
い
う
名
称
で
継
承
さ
れ
た
と
推
測
し
て
み
た
。
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
史
料
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
記
さ
れ
た
喜
多
村
信
節
﹃
嬉
遊
笑
覧
﹄
巻
五
︵
歌
舞
︶
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
﹁
か
げ
踊
﹂
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
解
説
の
一
部
に
﹁
う
ら
ぼ
ん
に
な
れ
ば
︵
中
略
︶
十
五
夜
の
月
の
輪
の
こ
と
く
に
こ
そ
を
ど
れ
と
有
り
打
そ
ろ
ひ
て
他
處
に
行
て
を
ど
る
を
か
げ
を
ど
り
と
い
ふ
︵
未
得
︶
が
狂
歌
に
か
け
ら
れ
て
あ
ふ
む
か
へ
し
に
き
た
る
こ
そ
小
町
を
ど
り
の
歌
の
さ
ま
な
れ
古
き
俳
諧
な
ど
に
多
く
み
え
た
り
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
﹃
嬉
遊
笑
覧
﹄
を
手
が
か
り
に
﹃
か
け
踊
り
覚
書
﹄
6
を
刊
行
し
た
中
村
浩
は
、
下
伊
那
地
方
に
分
布
し
て
い
る
﹁
か
け
踊
り
﹂
が
全
く
別
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
盆
踊
り
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
7
先
に
記
し
た
拙
稿
﹁
か
け
踊
の
研
究
﹂
に
示
し
た
も
の
で
、
文
献
か
ら
採
取
し
た
﹁
か
け
踊
の
分
布
﹂
で
は
、
長
野
県
の
四
カ
所
中
︵
盆
踊
り
３
・
お
練
り
祭
り
の
踊
り
１
︶
・
岐
阜
県
の
一
一
カ
所
中
︵
豊
年
踊
り
・
雨
乞
い
踊
り
10
１
︶
・
愛
知
県
の
三
カ
所
中
︵
雨
乞
い
踊
り
２
・
盆
踊
り
１
︶
・
三
重
県
の
一
カ
所
は
盆
踊
り
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
﹁
か
け
踊
り
﹂
と
称
さ
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
盆
踊
り
・
豊
年
踊
り
・
雨
乞
い
踊
り
・
お
練
り
祭
り
の
踊
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
四
県
は
相
互
に
隣
接
し
て
お
り
、
﹁
か
け
踊
り
﹂
が
無
関
係
の
伝
承
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
8
次
ぎ
に
、
筆
者
が
現
地
調
査
に
関
わ
っ
た
郡
上
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
と
下
伊
那
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
す
こ
と
で
、
そ
の
芸
態
を
理
解
し
て
お
こ
う
。
二
中
部
日
本
山
間
地
域
に
伝
承
さ
れ
た
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
特
色
１
長
野
県
下
伊
那
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
下
伊
那
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
文
化
庁
﹁
変
容
の
危
機
に
あ
る
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
作
成
の
推
進
事
業
﹂
﹃
﹁
下
伊
那
の
か
け
踊
﹂
調
査
報
告
書
﹄
が
刊
行
さ
れ
た
。
以
下
、
こ
の
報
告
書
を
参
考
に
9
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下
伊
那
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
特
色
に
つ
い
て
記
す
。
現
行
﹁
か
け
踊
り
﹂
は
九
カ
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
名
・
︵
伝
承
地
名
︶
・
実
施
日
・
踊
り
場
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
︵
Ｐ
．
分
布
図
参
照
︶
。
43
①
下
栗
の
か
け
踊
り
︵
飯
田
市
上
村
下
栗
︶
８
月
日
に
氏
神
の
舞
処
・
神
15
社
境
内
・
神
社
下
の
広
場
②
和
合
の
念
仏
踊
り
︵
下
伊
那
郡
阿
南
町
和
合
︶
８
月
・
日
に
熊
野
13
16
社
・
宮
下
家
・
林
松
寺
・
日
・
林
松
寺
14
15
③
日
吉
の
念
仏
踊
り
日
吉
の
大
社
念
仏
と
も
︵
同
郡
阿
南
町
和
合
日
吉
＜
＞
地
区
︶
８
月
・
日
に
八
幡
様
前
の
広
場
13
16
④
大
河
内
の
か
け
踊
り
︵
同
郡
天
龍
村
神
原
大
河
内
地
区
︶
８
月
日
に
念
14
仏
堂
前
・
新
仏
の
家
日
に
集
会
所
広
場
16
⑤
坂
部
の
か
け
踊
り
︵
同
郡
天
龍
村
神
原
坂
部
地
区
︶
８
月
日
に
堂
の
14
庭
・
金
比
羅
様
の
庭
⑥
向
方
の
か
け
踊
り
︵
同
郡
天
龍
村
神
原
向
方
地
区
︶
８
月
・
日
に
長
14
16
松
寺
⑦
満
島
神
社
の
秋
祭
り
か
け
太
鼓
︵
同
郡
天
龍
村
平
岡
︶
月
第
２
＜
＞
10
土
・
日
曜
に
満
島
神
社
・
前
宮
・
道
中
・
御
旅
所
︵
三
カ
所
︶
⑧
中
井
侍
秋
例
祭
宿
入
り
・
道
中
囃
子
︵
同
郡
天
龍
村
平
岡
中
井
侍
地
＜
＞
区
︶
月
末
土
・
日
曜
に
小
高
明
神
・
白
山
権
現
で
隔
年
11
⑨
温
田
の
榑
木
踊
り
︵
同
郡
泰
阜
村
温
田
︶
８
月
第
４
土
曜
に
お
祭
り
広
場
・
お
稲
荷
様
鳥
居
前
・
本
宮
・
南
宮
神
社
鳥
居
前
・
神
社
の
庭
そ
の
他
に
中
断
が
一
カ
所
﹁
梨
久
保
の
榑
木
踊
り
﹂
、
廃
絶
が
以
下
の
七
カ
所
で
あ
る
。
①
須
沢
の
シ
デ
踊
り
︵
飯
田
市
南
信
濃
須
沢
地
区
︶
②
心
川
の
念
仏
踊
り
︵
阿
南
町
和
合
心
川
地
区
︶
③
大
久
那
の
か
け
踊
り
︵
天
龍
村
神
原
大
久
那
地
区
︶
④
漆
平
野
の
榑
木
踊
り
︵
泰
阜
村
漆
平
野
︶
⑤
我
科
の
榑
木
踊
り
︵
泰
阜
村
我
科
︶
⑥
大
畑
の
榑
木
踊
り
︵
泰
阜
村
大
畑
︶
⑦
田
本
の
榑
木
踊
り
︵
泰
阜
村
田
本
︶
で
あ
る
。
以
上
、
現
行
以
外
の
伝
承
地
も
含
め
た
一
七
カ
所
中
﹁
○
○
の
か
け
踊
り
﹂
と
称
し
て
い
る
の
は
、
現
行
の
①
④
⑤
⑥
と
廃
絶
の
③
の
五
カ
所
だ
け
で
あ
り
、
地
域
的
に
は
飯
田
市
の
下
栗
と
天
龍
村
の
四
カ
所
で
あ
る
。
そ
の
他
の
伝
承
地
で
は
泰
阜
村
の
﹁
榑
木
踊
り
﹂
が
六
カ
所
、
阿
南
町
の
﹁
念
仏
踊
り
﹂
が
三
カ
所
、
天
龍
村
平
岡
の
祭
礼
の
踊
り
が
二
カ
所
、
飯
田
市
須
沢
の
﹁
シ
デ
踊
り
﹂
が
一
カ
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
飯
田
市
下
栗
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
も
戦
後
の
復
活
以
前
は
﹁
シ
デ
踊
り
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
次
ぎ
に
、
現
行
伝
承
地
の
﹁
踊
り
手
﹂
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
﹁
演
目
﹂
を
比
較
し
て
み
よ
う
︵
Ｐ
．
第
一
表
参
照
︶
。
42
①
下
栗
﹁
踊
り
手
﹂
↓
太
鼓
打
ち
と
太
鼓
持
ち
︵
２
組
︶
・
棒
振
り
︵
２
人
︶
・
鉦
打
ち
︵
１
人
︶
・
小
女
郎
︵
少
女
４
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
笛
吹
き
・
白
幣
持
ち
・
金
幣
持
ち
︵
各
１
人
︶
・
神
社
旗
︵
２
人
︶
・
歌
︵
長
老
・
村
人
多
数
︶
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
御
宮
踊
り
・
宮
下
の
庭
・
あ
み
だ
様
の
踊
り
・
が
ら
ん
踊
り
・
み
だ
様
踊
り
︵
現
在
で
は
抜
粋
し
た
詞
章
を
適
当
に
並
べ
、
先
に
記
し
た
三
カ
所
で
同
様
に
歌
い
踊
っ
て
い
る
︶
。
事
例
の
番
＜
号
は
第
一
表
の
番
号＞
②
和
合
﹁
踊
り
手
﹂
↓
太
鼓
打
ち
と
太
鼓
持
ち
︵
４
組
︶
・
鉦
打
ち
︵
１
人
︶
・
ヒ
ッ
チ
キ
棒
と
サ
サ
ラ
︵
２
組
︶
・
ヤ
ッ
コ
︵
２
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
笛
︵
６
人
︶
・
名
号
旗
︵
２
人
︶
・
切
り
子
燈
籠
︵
１
人
︶
・
花
︵
少
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女
１
人
︶
・
柳
︵
少
女
１
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
庭
入
り
︵
行
列
・
ヒ
ッ
チ
キ
拍
子
︶
・
念
仏
・
和
讃
︵
多
数
︶
・
手
踊
り
③
日
吉
﹁
踊
り
手
﹂
↓
太
鼓
打
ち
と
太
鼓
持
ち
︵
２
組
︶
・
鉦
打
ち
︵
１
人
︶
・
ヒ
ッ
チ
キ
と
サ
サ
ラ
︵
２
組
︶
・
ヤ
ッ
コ
︵
２
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
糸
燈
籠
︵
１
人
︶
・
幟
旗
︵
１
人
︶
・
花
︵
２
人
︶
・
傘
︵
２
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
庭
入
り
︵
行
列
・
ヒ
ッ
チ
キ
︶
・
念
仏
・
和
讃
︵
多
数
︶
・
手
踊
り
④
大
河
内
﹁
踊
り
手
﹂
↓
太
鼓
打
ち
︵
８
人
︶
・
鉦
打
ち
・
ヤ
ッ
コ
・
ヤ
ナ
ギ
︵
各
１
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
名
号
旗
・
切
り
子
燈
籠
・
笛
吹
き
︵
各
１
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
か
け
踊
り
・
念
仏
和
讃
⑤
坂
部
﹁
踊
り
手
﹂
↓
太
鼓
打
ち
︵
人
︶
・
鉦
打
ち
︵
１
人
︶
・
棒
振
13
り
・
笹
︵
各
２
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
槍
・
薙
刀
︵
各
２
人
︶
・
幟
持
ち
・
切
り
子
燈
籠
・
笛
吹
き
︵
各
１
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
堂
の
庭
の
踊
り
・
渡
り
拍
子
・
金
比
羅
様
の
庭
の
踊
り
︵
伊
勢
音
頭
・
和
讃
・
手
踊
り
︶
⑥
向
方
﹁
踊
り
手
﹂
↓
太
鼓
打
ち
︵
７
人
︶
・
鉦
打
ち
︵
１
人
︶
・
柳
・
奴
︵
各
２
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
笛
吹
・
大
燈
籠
・
小
燈
籠
︵
各
１
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
拍
子
ぞ
ろ
え
・
道
行
き
︵
祇
園
囃
子
・
渡
り
拍
子
・
十
六
・
ぶ
っ
き
り
︶
・
庭
ほ
め
・
念
仏
・
蚊
ば
ら
い
踊
り
・
手
踊
り
・
引
き
踊
り
⑦
満
島
か
け
太
鼓
︵
明
治
末
期
に
再
構
成
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︶
。
⑧
中
井
侍
﹁
踊
り
手
﹂
↓
大
太
鼓
︵
１
人
︶
・
小
太
鼓
︵
３
人
︶
・
花
笠
︵
少
女
５
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
塩
祓
い
・
大
傘
︵
歌
を
兼
ね
る
︶
・
笛
吹
き
︵
各
１
人
︶
・
神
社
旗
︵
２
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
宿
入
り
・
宮
ぼ
め
・
道
中
囃
子
・
笠
く
ず
し
⑨
温
田
﹁
踊
り
手
﹂
↓
大
太
鼓
︵
１
人
︶
・
中
と
小
太
鼓
︵
３
人
︶
・
鉦
打
ち
︵
４
人
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
柳
︵
１
人
︶
・
切
り
子
燈
籠
︵
５
人
︶
・
神
社
旗
︵
多
数
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
お
祭
り
広
場
・
お
稲
荷
様
鳥
居
前
・
本
宮
・
南
宮
神
社
鳥
居
前
・
南
宮
神
社
前
・
笠
破
き
第
一
表
か
ら
読
み
取
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
☆
踊
り
手
ア
踊
り
手
の
中
心
は
太
鼓
打
ち
と
鉦
打
ち
で
あ
る
が
、
下
栗
・
和
合
・
日
吉
の
三
カ
所
で
は
、
太
鼓
打
ち
と
太
鼓
持
ち
・
ヒ
ッ
チ
キ
︵
棒
振
り
︶
と
︵
さ
さ
ら
摺
り
︶
が
ペ
ア
で
踊
り
、
三
カ
所
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し
ず
つ
違
っ
た
芸
態
を
示
し
て
い
る
。
和
合
と
日
吉
が
﹁
ヒ
ッ
チ
キ
拍
子
﹂
と
﹁
念
仏
﹂
の
時
だ
け
ペ
ア
で
踊
る
の
に
対
し
て
、
下
栗
は
歌
の
切
れ
目
で
笛
が
演
奏
さ
れ
る
時
に
だ
け
ペ
ア
で
踊
る
。
イ
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
太
鼓
持
ち
を
失
っ
て
い
る
代
わ
り
に
太
鼓
打
ち
の
数
が
増
加
し
、
さ
さ
ら
摺
り
を
失
っ
て
い
る
た
め
、
棒
振
り
と
の
ペ
ア
で
踊
る
﹁
ヒ
ッ
チ
キ
拍
子
﹂
は
な
く
、
坂
部
で
は
棒
振
り
と
笹
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
踊
り
、
大
河
内
と
向
方
で
は
棒
振
り
・
さ
さ
ら
摺
り
が
ヤ
ッ
コ
・
や
な
ぎ
に
変
化
し
て
い
る
。
☆
そ
の
他
の
諸
役
ア
六
カ
所
で
切
り
子
燈
籠
︵
大
・
小
燈
籠
︶
が
、
七
カ
所
で
名
号
旗
・
神
社
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旗
・
柳
・
傘
・
花
な
ど
の
作
り
物
が
行
列
に
加
わ
っ
て
い
る
。
踊
り
の
時
は
柳
・
傘
・
花
が
輪
の
中
心
に
位
置
し
、
燈
籠
・
旗
・
笛
な
ど
は
輪
の
外
側
に
位
置
し
て
い
る
。
イ
笛
は
、
道
行
き
や
歌
の
切
れ
目
に
演
奏
さ
れ
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
☆
演
目
ア
五
カ
所
で
﹁
道
行
き
﹂
﹁
庭
ほ
め
﹂
﹁
念
仏
﹂
﹁
和
讃
﹂
﹁
手
踊
り
︵
盆
踊
り
︶
﹂
﹁
引
き
踊
り
﹂
﹁
笠
く
ず
し
﹂
﹁
笠
破
き
﹂
な
ど
を
踊
っ
て
い
る
。
イ
伝
承
地
ご
と
に
演
目
名
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
踊
り
場
名
・
神
仏
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
☆
そ
の
他
ア
全
て
の
伝
承
地
で
太
鼓
打
ち
・
鉦
打
ち
を
中
心
と
し
て
行
列
を
調
え
、
何
カ
所
か
に
練
り
込
ん
で
踊
る
。
そ
の
度
に
入
り
踊
り
・
本
踊
り
・
引
き
踊
り
を
繰
り
返
す
。
イ
﹁
か
け
踊
り
﹂
以
外
の
種
目
名
と
し
て
、
﹁
ヒ
デ
踊
り
﹂
﹁
念
仏
踊
り
﹂
﹁
か
け
太
鼓
﹂
﹁
榑
木
踊
り
﹂
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ウ
踊
り
歌
の
多
く
は
﹁
東
西
静
ま
れ
お
し
ず
ま
れ
﹂
と
い
う
詞
章
で
始
っ
て
い
る
。
エ
﹁
か
け
踊
り
﹂
終
了
後
に
踊
ら
れ
る
﹁
手
踊
り
﹂
は
盆
踊
り
で
あ
り
、
一
般
の
人
々
が
加
わ
っ
て
、
自
身
で
歌
い
な
が
ら
踊
る
古
い
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
２
岐
阜
県
郡
上
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
郡
上
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
に
つ
い
て
は
拙
稿
﹁
か
け
踊
の
研
究
﹂
を
参
考
と
し
た
。
筆
者
が
郡
上
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
一
九
七
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
ほ
ぼ
四
〇
年
以
前
に
な
る
。
当
時
の
郡
上
地
方
に
は
、
一
〇
カ
所
で
﹁
か
け
踊
り
﹂
﹁
か
き
踊
り
﹂
と
称
さ
れ
て
い
る
踊
り
が
、
氏
神
の
秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
一
〇
カ
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
︵
Ｐ
．
分
布
44
図
参
照
︶
。
こ
れ
ら
の
伝
承
地
は
、
か
つ
て
行
政
区
画
上
郡
上
郡
に
属
し
て
い
た
が
、
平
成
一
六
年
に
八
幡
町
・
白
鳥
町
・
大
和
村
・
高たか
鷲す
村
・
美
並
村
・
明
宝
村
・
和
良
村
の
二
町
五
村
が
合
併
し
て
郡
上
市
と
な
っ
た
。
①
︵
旧
︶
大
和
村
牧
８
月
７
日
妙
見
神
社
祭
礼
︵
中
断
︶
②
︵
〃
︶
八
幡
町
河
鹿
９
月
４
・
５
日
白
山
神
社
祭
礼
︵
例
年
︶
③
︵
〃
︶
明
方
︵
明
宝
︶
村
寒かの
水みず
９
月
８
・
９
日
白
山
神
社
祭
礼
︵
例
年
︶
④
︵
〃
︶
大
和
村
万
場
９
月
日
熊
野
神
社
・
南
宮
神
社
祭
礼
︵
何
年
目
12
か
に
一
度
・
未
定
︶
⑤
︵
旧
︶
白
鳥
町
中
津
屋
９
月
・
日
白
山
神
社
・
八
幡
神
社
祭
礼
15
16
︵
数
年
に
一
度
︶
⑥
︵
旧
︶
白
鳥
町
向
む
か
い
小こ
駄だ
良ら
９
月
日
神
明
神
社
祭
礼
︵
何
年
目
か
に
一
16
度
・
未
定
︶
⑦
︵
旧
︶
大
和
村
中なか
神かん
路じ
９
月
・
日
白
山
神
社
祭
礼
︵
何
年
目
か
に
22
23
一
度
・
未
定
︶
⑧
︵
旧
︶
大
和
村
口くち
大おお
間ま
見み
月
１
日
白
山
神
社
祭
礼
︵
何
年
目
か
に
一
10
度
・
未
定
︶
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⑨
︵
旧
︶
八
幡
町
坪
佐
月
１
日
百
合
若
神
社
祭
礼
︵
一
〇
～
十
数
年
に
10
一
度
︶
⑩
︵
旧
︶
大
和
村
剣
︵
当
時
未
調
査
︶
当
時
、
毎
年
踊
り
を
奉
納
し
て
い
た
の
は
河
鹿
と
寒
水
の
二
カ
所
だ
け
で
あ
り
、
他
の
地
域
で
は
何
年
目
か
に
一
度
の
奉
納
で
、
次
回
は
未
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
伝
承
地
域
の
人
々
は
資
金
不
足
、
人
手
不
足
な
ど
を
あ
げ
て
い
た
が
、
故
人
の
郷
土
史
家
寺
田
敬
蔵
は
、
郡
上
で
は
﹁
か
け
踊
り
﹂
は
祈
願
の
踊
り
で
あ
り
、
﹁
か
き
踊
り
﹂
は
お
礼
踊
り
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
説
は
、
伝
承
地
の
多
く
が
﹁
嘉
喜
踊
り
﹂
と
称
し
、
何
年
か
に
一
度
奉
納
し
て
次
回
の
予
定
が
未
定
で
あ
る
理
由
を
理
解
し
や
す
い
。
次
ぎ
に
、
下
伊
那
地
方
と
同
様
に
河
鹿
・
寒
水
・
中
津
屋
・
坪
佐
の
四
カ
所
に
つ
い
て
、
﹁
踊
り
手
﹂
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
﹁
演
目
﹂
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
︵
Ｐ
．
第
二
表
参
照
︶
。
42
②
河
鹿
﹁
踊
り
手
﹂
↓
中
踊
り
︵
拍
子
方
４
人
・
鉦
引
き
１
人
︶
・
側
踊
り
︵
剣
振
り
・
さ
さ
ら
摺
り
各
２
人
・
田
打
ち
・
花
笠
各
人
・
し
で
笠
12
20
人
・
お
か
め
・
大
黒
各
１
人
・
他
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
出
し
の
花
・
大
傘
︵
各
１
人
︶
・
幟
︵
２
人
︶
・
笛
︵
人
︶
・
音
頭
と
歌
︵
各
４
人
︶
・
警
護
10
︵
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
福
江
の
木
・
他
10
③
寒
水
﹁
踊
り
手
﹂
↓
中
踊
り
︵
折
り
太
鼓
３
人
・
鉦
引
き
１
人
︶
・
側
踊
り
︵
悪
魔
払
い
と
薙
刀
振
り
各
１
人
・
さ
さ
ら
摺
り
・
田
打
ち
各
人
・
大
16
黒
・
お
か
め
各
２
人
・
奴
大
・
小
各
８
人
・
花
笠
・
他
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
12
役
﹂
↓
禰
宜
・
出
花
持
ち
・
台
傘
︵
各
１
人
︶
・
露
払
い
・
音
頭
︵
各
２
人
︶
・
幟
５
人
・
笛
人
・
踊
子
︵
地
歌
︶
頭
１
人
と
踊
子
︵
地
歌
︶
16
15
人
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
中
桁
前
の
踊
り
・
お
庭
踊
り
・
拝
殿
前
の
踊
り
・
盆
踊
り
⑤
中
津
屋
﹁
踊
り
手
﹂
↓
中
踊
り
︵
拍
子
打
ち
３
人
・
鉦
引
き
１
人
︶
・
側
踊
り
︵
花
笠
人
・
長
刀
２
人
・
お
か
め
１
人
・
踊
子
奴
人
︶
・
他
。
12
＜
＞
37
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
高
鼻
・
露
払
い
︵
各
１
人
︶
・
笛
・
歌
お
ろ
し
︵
各
10
人
︶
・
大
神
楽
１
組
・
他
。﹁
演
目
﹂
↓
本
踊
り
・
十
禅
寺
・
加
屋
志
の
踊
り
。
⑨
坪
佐
﹁
踊
り
手
﹂
↓
中
踊
り
︵
拍
子
方
４
人
・
鉦
引
き
１
人
︶
・
側
踊
り
︵
長
刀
振
り
と
剣
振
り
各
４
人
・
奴
人
・
田
打
ち
人
・
花
笠
人
・
16
13
12
他
︶
。
﹁
そ
の
他
の
諸
役
﹂
↓
笛
８
人
・
歌
お
ろ
し
４
人
・
出
し
花
・
田
楽
・
大
将
︵
各
１
人
︶
・
露
払
い
・
先
箱
・
弓
︵
各
２
人
︶
・
他
。
﹁
演
目
﹂
↓
本
歌
・
引
き
歌
。
伊
勢
大
神
楽
・
他
な
お
、
伝
承
地
で
は
﹁
中
踊
り
﹂
﹁
側
踊
り
﹂
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
な
い
。
右
の
内
容
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
特
色
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
☆
踊
り
手
ア
﹁
中
踊
り
﹂
と
﹁
側
踊
り
﹂
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
イ
﹁
中
踊
り
﹂
の
主
役
で
あ
る
３
～
４
人
の
太
鼓
打
ち
は
、
﹁
オ
チ
ズ
イ
﹂
な
ど
と
称
さ
れ
る
美
し
い
作
り
花
を
背
負
い
、
腹
に
太
鼓
を
つ
け
て
打
ち
な
が
ら
踊
り
、
﹁
中
踊
り
﹂
に
は
鉦
打
ち
１
人
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ウ
﹁
中
踊
り
﹂
を
囲
ん
で
踊
る
﹁
側
踊
り
﹂
は
、
全
員
が
統
一
装
束
で
は
な
く
﹁
田
打
ち
・
花
笠
・
さ
さ
ら
摺
り
・
奴
﹂
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
人
前
後
で
同
じ
装
束
を
つ
け
、
﹁
大
黒
・
お
か
め
・
長
刀
・
剣
﹂
な
ど
は
１
～
２
人
ず
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
− 36−
☆そ
の
他
の
諸
役
ア
笛
吹
き
・
歌
う
た
い
な
ど
は
﹁
中
踊
り
﹂
と
﹁
側
踊
り
﹂
の
間
に
挟
ま
れ
て
位
置
し
、
﹁
側
踊
り
﹂
の
外
側
に
は
神
社
旗
・
警
護
な
ど
が
立
つ
。
☆
演
目
ア
多
く
の
場
合
、
踊
る
場
所
が
そ
の
ま
ま
演
目
名
に
な
っ
て
い
る
。
イ
踊
り
歌
は
﹁
東
西
静
ま
れ
お
し
ず
ま
れ
﹂
と
い
う
詞
章
で
始
ま
る
。
☆
そ
の
他
ア
神
社
の
秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ
、
例
年
ま
た
は
多
く
の
伝
承
地
で
豊
年
の
年
に
実
施
さ
れ
る
。
★
次
に
、
下
伊
那
地
方
と
郡
上
地
方
の
共
通
点
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
ア
踊
り
宿
で
装
束
を
つ
け
、
行
列
を
調
え
て
宿
の
庭
で
一
踊
り
し
た
後
、
再
度
行
列
を
調
え
て
次
の
目
的
地
へ
練
っ
て
い
く
。
イ
宿
は
、
本
来
旧
家
・
草
分
け
の
家
な
ど
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
家
が
務
め
て
き
た
が
、
時
代
と
共
に
公
民
館
・
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
を
使
用
し
て
い
る
。
ウ
踊
り
を
実
施
す
る
場
所
は
地
域
に
よ
っ
て
区
長
宅
・
土
地
神
の
小
祠
小
堂
な
ど
を
廻
り
、
最
後
に
寺
・
氏
神
の
庭
な
ど
で
踊
る
。
エ
各
踊
り
場
で
は
、
﹁
道
行
き
﹂
﹁
庭
入
り
﹂
﹁
本
踊
り
﹂
﹁
引
き
踊
り
﹂
と
い
う
定
め
ら
れ
た
順
序
で
踊
る
。
オ
踊
り
歌
は
﹁
東
西
静
ま
れ
お
し
ず
ま
れ
﹂
と
い
う
詞
章
で
始
ま
り
、
庭
ほ
め
、
神
仏
ほ
め
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
後
に
豊
年
を
喜
ぶ
内
容
、
新
仏
を
供
養
す
る
内
容
な
ど
に
な
る
。
カ
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
後
で
盆
踊
り
を
踊
る
が
、
郡
上
で
は
昼
に
﹁
か
け
踊
り
﹂
を
奉
納
し
た
後
、
夜
に
神
社
の
拝
殿
な
ど
で
改
め
て
踊
る
の
に
対
し
て
、
下
伊
那
で
は
踊
り
場
ご
と
に
踊
る
。
キ
両
地
域
と
も
有
名
な
盆
踊
り
で
あ
る
﹁
新
野
の
盆
踊
り
﹂
﹁
郡
上
踊
り
﹂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
★
次
に
下
伊
那
地
方
と
郡
上
地
方
の
差
異
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。
ア
実
施
の
機
会
と
時
期
は
、
下
伊
那
が
多
く
の
場
合
新
仏
供
養
と
し
て
七
月
・
八
月
盆
を
中
心
に
寺
・
新
仏
を
迎
え
た
家
の
庭
で
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
郡
上
で
は
盆
過
ぎ
の
九
月
・
一
〇
月
の
秋
祭
り
に
豊
年
祝
い
と
し
て
氏
神
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
イ
芸
態
は
、
下
伊
那
が
柳
や
切
り
子
燈
籠
な
ど
の
作
り
物
を
輪
の
中
心
に
し
て
、
太
鼓
打
ち
・
鉦
打
ち
・
さ
さ
ら
摺
り
・
棒
振
り
な
ど
の
踊
り
手
が
輪
に
な
っ
て
踊
り
、
笛
・
歌
・
名
号
旗
な
ど
が
輪
踊
り
の
外
側
に
位
置
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
郡
上
で
は
踊
り
手
の
﹁
中
踊
り
﹂
が
美
し
い
花
を
背
負
い
、
腹
の
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
踊
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
﹁
側
踊
り
﹂
は
一
〇
人
前
後
・
数
種
類
の
揃
い
装
束
の
者
と
、
少
人
数
の
大
黒
・
お
か
め
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
笛
・
歌
な
ど
は
﹁
中
踊
り
﹂
と
﹁
側
踊
り
﹂
の
間
に
位
置
す
る
。
ウ
踊
り
歌
の
詞
章
は
、
下
伊
那
の
新
仏
供
養
で
は
﹁
か
け
踊
り
﹂
﹁
念
仏
﹂
﹁
和
讃
﹂
﹁
手
踊
り
﹂
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
和
讃
は
新
仏
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
郡
上
の
秋
祭
り
で
は
神
社
の
境
内
や
踊
り
− 37−
宿
な
ど
の
庭
で
歌
わ
れ
る
詞
章
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
庭
ほ
め
・
神
社
ほ
め
な
ど
で
あ
る
。
三
風
流
踊
り
の
展
開
次
に
、
下
伊
那
地
方
と
郡
上
地
方
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
﹁
か
け
踊
り
﹂
に
は
、
か
な
り
違
い
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
種
目
名
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
風
流
踊
り
の
歴
史
的
な
展
開
を
簡
単
に
理
解
し
て
お
き
た
い
。
１
風
流
拍
子
物
風
流
拍
子
物
は
、
一
四
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
正
月
の
松
囃
子
と
盆
の
念
仏
拍
子
物
が
あ
っ
た
。
正
月
の
松
囃
子
は
、
風
流
傘
な
ど
の
華
や
か
な
作
り
物
を
中
心
に
鉦
・
太
鼓
・
鼓
・
笛
な
ど
を
演
奏
す
る
人
々
が
、
に
ぎ
や
か
に
囃
し
立
て
な
が
ら
行
列
を
練
り
、
要
所
要
所
で
簡
単
な
芸
能
を
演
じ
つ
つ
移
動
し
た
。
ま
た
、
盆
の
念
仏
拍
子
物
も
同
様
に
鉦
・
太
鼓
・
さ
さ
ら
な
ど
を
演
奏
す
る
人
々
と
共
に
念
仏
を
唱
え
る
人
々
を
加
え
て
、
風
流
傘
・
切
り
子
燈
籠
と
い
っ
た
風
流
の
作
り
物
を
移
動
し
、
新
盆
を
迎
え
た
精
霊
を
中
心
に
そ
の
送
り
迎
え
を
し
た
。
初
期
に
出
現
し
た
風
流
拍
子
物
の
実
行
者
は
村
落
共
同
体
の
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
は
風
流
の
作
り
物
に
地
域
の
悪
霊
・
精
霊
を
つ
け
て
囃
子
に
よ
っ
て
移
動
し
、
地
域
外
へ
送
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
一
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
奈
良
や
京
都
の
大
社
寺
や
身
分
の
あ
る
人
々
も
風
流
拍
子
物
を
張
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
猿
楽
や
延
年
の
演
目
を
流
用
し
た
り
、
新
し
く
棒
振
り
や
鷺
舞
、
燈
籠
か
つ
ぎ
な
ど
と
い
っ
た
華
や
か
な
装
束
の
踊
り
手
が
登
場
し
て
き
た
。
山
路
氏
に
よ
れ
ば
、
風
流
の
最
大
要
素
は
風
流
傘
で
あ
り
、
祇
園
会
の
綾
傘
鉾
は
風
流
拍
子
物
以
来
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
島
根
県
津
和
野
の
有
名
な
鷺
舞
は
、
拍
子
物
の
姿
を
現
在
に
伝
承
し
た
代
表
的
な
芸
能
で
あ
る
と
い
う
。
鷺
舞
の
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
風
流
拍
子
物
の
芸
態
に
は
ま
だ
集
団
舞
踊
こ
そ
登
場
し
て
い
な
い
が
、
仮
装
の
趣
向
に
よ
っ
て
、
若
干
の
振
り
や
歌
謡
を
伴
っ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
植
木
氏
10
に
よ
れ
ば
、
現
在
近
畿
地
方
に
伝
存
す
る
風
流
拍
子
物
の
﹁
地
域
的
類
型
﹂
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
四
種
目
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ａ
ヤ
ス
ラ
イ
花
︵
京
都
市
今
宮
神
社
境
内
社
疫
神
社
四
月
の
花
鎮
め
祭
り
に
行
わ
れ
る
︶
。
ｂ
丹
後
の
踊
子
︵
京
都
府
舟
木
と
黒
部
の
踊
子
、
そ
の
他
竹
野
・
通
下
な
ど
の
氏
神
の
秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ
る
簓
・
鞨
鼓
・
太
鼓
︵
２
人
１
組
︶
な
ど
の
踊
子
︵
青
年
・
子
ど
も
︶
の
行
列
で
移
動
し
て
は
踊
る
。
厄
除
け
信
仰
を
伝
え
て
い
る
︶
。
ｃ
ケ
ン
ケ
ト
・
サ
ン
ヤ
レ
︵
サ
ン
ヤ
レ
は
滋
賀
県
守
山
市
小
津
神
社
五
月
の
祭
礼
で
、
別
名
﹁
長
刀
祭
り
﹂
と
も
。
少
年
多
数
の
長
刀
振
り
・
２
人
１
組
の
太
鼓
・
簓
摺
り
な
ど
が
行
列
を
練
り
、
要
所
要
所
で
踊
る
。
ケ
ン
ケ
ト
は
滋
賀
県
竜
王
町
・
蒲
生
町
で
行
わ
れ
て
い
る
五
月
の
祭
り
で
、
﹁
イ
ナ
ブ
ロ
︵
サ
ギ
︶
﹂
と
称
す
る
鉾
を
長
刀
振
り
が
先
導
し
て
囃
し
渡
す
︶
。
ｄ
志
摩
大
念
仏
︵
三
重
県
宮
川
河
口
域
に
分
布
す
る
初
精
霊
送
り
の
盆
行
− 38−
事
で
、
念
仏
を
囃
子
と
し
て
太
鼓
・
鉦
な
ど
を
う
ち
つ
つ
踊
る
︶
。
以
上
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
11
２
風
流
踊
り
一
五
世
紀
末
期
に
は
作
り
物
風
流
を
主
体
と
し
た
風
流
拍
子
物
と
、
踊
り
を
主
体
と
し
た
踊
り
念
仏
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
両
者
を
併
せ
て
﹁
念
仏
風
流
﹂
な
ど
の
用
語
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
﹁
盆
踊
り
﹂
﹁
念
仏
踊
り
﹂
な
ど
の
用
語
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
六
世
紀
前
半
に
な
る
と
盆
踊
り
が
恒
例
化
し
、
踊
る
場
所
や
踊
り
堂
な
ど
も
作
ら
れ
た
。
踊
り
が
主
体
で
風
流
の
趣
向
は
二
の
次
に
な
り
、
各
郷
村
や
町
衆
以
外
に
も
在
京
武
士
な
ど
が
踊
り
組
を
組
織
し
て
相
互
に
踊
り
を
か
け
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
後
半
の
京
都
で
は
、
風
流
は
踊
り
の
要
素
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
従
来
の
風
流
拍
子
物
を
風
流
傘
な
ど
の
作
り
物
と
共
に
﹁
中
踊
り
﹂
と
し
て
、
自
由
な
扮
装
で
楽
器
を
奏
し
な
が
ら
踊
り
、
そ
の
﹁
中
踊
り
﹂
を
囲
ん
だ
統
一
装
束
の
踊
り
衆
を
﹁
側
踊
り
﹂
と
す
る
大
規
模
な
踊
り
の
形
式
が
調
え
ら
れ
た
。
風
流
拍
子
物
以
来
の
伝
統
を
継
承
し
た
風
流
踊
り
の
典
型
と
し
て
必
ず
例
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
八
月
、
豊
臣
秀
吉
の
七
回
忌
に
八
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
豊
国
神
社
臨
時
祭
で
奉
納
さ
れ
た
、
京
都
の
町
衆
に
よ
る
風
流
踊
り
を
描
い
た
﹁
豊
国
祭
礼
図
屏
風
﹂
︵
六
曲
一
双
の
左
隻
︶
で
あ
る
。
12
現
在
、
西
日
本
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
風
流
踊
り
の
多
く
は
、
﹁
小
歌
﹂
と
称
す
る
物
語
的
な
歌
謡
を
伴
っ
て
い
る
が
、
芸
態
的
に
は
﹁
側
踊
り
﹂
を
失
っ
て
﹁
中
踊
り
﹂
だ
け
が
固
定
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
植
木
氏
に
よ
る
﹁
地
域
的
類
型
﹂
に
よ
る
風
流
踊
り
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
☆
﹁
カ
ッ
コ
踊
り
﹂
↓
組
み
歌
形
式
の
小
歌
で
腰
鼓
姿
で
作
り
物
の
花
な
ど
を
背
負
っ
た
踊
り
子
が
中
心
に
な
り
、
地
拍
子
︵
歌
で
踊
る
部
分
︶
と
節
拍
子
︵
歌
の
な
い
囃
子
で
踊
る
部
分
︶
で
構
成
さ
れ
、
節
拍
子
が
主
体
で
地
拍
子
で
は
カ
ッ
コ
の
踊
り
が
﹁
側
踊
り
﹂
の
囃
子
に
も
な
る
。
カ
ッ
コ
は
腰
鼓
形
式
の
締
め
太
鼓
の
こ
と
。
☆
﹁
ジ
ン
ヤ
ク
踊
り
﹂
↓
﹁
カ
ッ
コ
踊
り
﹂
圏
内
で
、
そ
の
一
曲
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
自
体
で
一
つ
の
様
式
を
も
ち
、
風
流
踊
り
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
踊
り
に
は
大
小
の
二
種
が
あ
り
、
本
来
小
は
大
に
付
随
し
た
所
望
の
踊
り
で
あ
っ
た
。
入
端
・
本
踊
り
・
出
端
の
構
成
で
、
節
拍
子
の
振
り
付
け
が
変
化
に
富
み
、
移
動
し
て
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
長
短
自
在
に
踊
る
様
式
を
備
え
て
い
る
。
☆
﹁
小
歌
踊
り
﹂
↓
定
型
組
み
歌
の
地
拍
子
で
踊
る
。
囃
子
方
が
独
立
し
て
そ
の
囃
子
で
音
頭
と
と
も
に
踊
る
。
踊
子
全
員
が
同
じ
採
り
物
で
踊
る
の
が
基
本
で
、
歌
謡
を
楽
し
む
。
楽
器
編
成
も
単
純
で
締
め
太
鼓
一
つ
の
伝
承
も
あ
る
。
☆
﹁
振
踊
り
﹂
↓
主
題
を
曲
名
と
す
る
組
み
歌
で
﹁
側
踊
り
﹂
が
主
体
と
な
り
、
側
踊
り
は
楽
器
を
持
た
ず
、
節
拍
子
で
太
鼓
持
ち
・
太
鼓
打
ち
・
棒
振
り
・
新
発
意
が
踊
る
。
地
拍
子
が
主
体
の
場
合
は
﹁
小
歌
踊
り
﹂
で
あ
る
。
13
山
路
氏
は
、
﹁
側
踊
り
﹂
が
独
立
し
て
近
世
調
の
盆
踊
り
と
な
り
、
現
在
も
﹁
中
踊
り
﹂
と
﹁
側
踊
り
﹂
が
一
体
で
踊
る
姿
を
残
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
と
し
て
、
岐
阜
県
郡
上
地
方
の
﹁
嘉
喜
踊
り
﹂
、
徳
島
県
西
祖
谷
地
方
の
﹁
神
代
踊
り
﹂
、
滋
賀
県
甲
賀
市
土
山
町
の
﹁
花
笠
踊
り
﹂
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
14
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お
わ
り
に
現
行
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
位
置
づ
け
−
先
に
、
﹃
嬉
遊
笑
覧
﹄
を
引
用
し
て
、
江
戸
時
代
の
市
街
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
小
町
踊
り
は
﹁
か
け
踊
り
﹂
と
称
さ
れ
、
集
団
で
目
的
の
場
所
へ
練
り
込
ん
で
踊
り
、
踊
り
込
ま
れ
た
方
は
す
ぐ
に
踊
り
を
か
け
返
す
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
。
こ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
様
式
は
、
一
六
世
紀
前
半
に
京
都
近
郊
の
郷
村
や
在
京
武
士
な
ど
が
踊
り
組
を
組
織
し
、
相
互
に
踊
り
を
掛
け
合
っ
た
様
式
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
遊
戯
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
行
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
伝
承
地
は
、
両
地
方
と
も
市
街
地
と
は
か
け
離
れ
た
山
間
地
帯
で
あ
り
、
行
列
を
整
え
て
目
的
地
へ
練
り
込
ん
で
踊
る
が
、
相
手
が
踊
り
を
返
す
遊
戯
的
な
要
素
は
全
く
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
両
地
方
と
も
神
事
や
仏
事
と
し
て
伝
承
し
て
き
た
故
で
あ
る
。
下
伊
那
地
方
で
は
、
九
カ
所
の
伝
承
地
中
、
下
栗
・
満
島
神
社
秋
祭
り
の
﹁
か
け
太
鼓
﹂
・
中
井
侍
秋
例
祭
︵
湯
立
て
祭
り
︶
﹁
宿
入
り
・
道
中
囃
子
﹂
の
三
カ
所
で
、
切
り
子
燈
籠
を
行
列
に
加
わ
え
る
こ
と
は
な
い
。
和
合
と
日
吉
、
大
河
内
・
坂
部
・
向
方
お
よ
び
泰
阜
村
の
﹁
榑
木
踊
り
﹂
に
は
、
切
り
子
燈
籠
と
柳
、
名
号
旗
や
神
社
旗
が
多
数
行
列
に
加
わ
え
ら
れ
て
い
る
。
﹁
榑
木
踊
り
﹂
は
祭
礼
踊
り
で
あ
る
が
、
新
仏
供
養
を
主
目
的
と
し
た
﹁
念
仏
踊
り
﹂
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
芸
態
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
下
伊
那
地
方
で
注
目
す
べ
き
伝
承
は
、
下
栗
の
﹁
か
け
踊
り
︵
シ
デ
踊
り
︶
﹂
で
あ
り
、
こ
の
踊
り
は
シ
デ
笠
に
赤
い
着
物
を
つ
け
た
小
女
郎
四
人
が
踊
り
手
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
﹁
雨
乞
い
踊
り
﹂
と
し
て
踊
ら
れ
て
い
た
時
代
が
あ
り
、
こ
の
時
に
小
女
郎
は
一
二
人
で
、
﹁
側
踊
り
﹂
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
三
六
年
間
の
中
断
を
経
て
昭
和
四
七
年
に
復
活
さ
れ
て
以
後
、
﹁
雨
乞
い
の
か
け
踊
り
﹂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
復
活
後
踊
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
﹁
あ
み
だ
様
の
踊
り
﹂
﹁
が
ら
ん
踊
り
﹂
﹁
み
だ
様
踊
り
﹂
な
ど
の
詞
章
内
容
は
、
物
語
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
風
流
拍
子
物
と
し
て
伝
播
し
た
﹁
か
け
踊
り
﹂
が
﹁
雨
乞
い
踊
り
﹂
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
、
﹁
小
歌
踊
り
﹂
的
な
性
格
を
付
加
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
郡
上
地
方
の
場
合
、
寒
水
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
に
は
、
①
天
明
元
年
︵
一
七
八
一
︶
②
寛
政
七
年
︵
一
七
九
五
︶
③
文
政
三
年
︵
一
八
二
〇
︶
に
記
さ
れ
た
﹁
行
列
次
第
﹂
が
残
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
総
人
数
は
五
〇
人
前
後
で
、
現
行
諸
役
と
芸
態
か
ら
推
測
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
。
四
人
の
﹁
中
踊
り
︵
太
鼓
３
・
鉦
１
︶
﹂
と
子
ど
も
の
簓
摺
り
、
お
よ
び
田
打
ち
を
中
心
と
し
た
﹁
側
踊
り
﹂
の
構
成
は
、
現
行
そ
の
ま
ま
と
い
っ
て
よ
い
。
②
寛
政
七
年
で
は
﹁
側
踊
り
﹂
に
子
ど
も
の
花
笠
と
奴
が
加
わ
り
、
③
文
政
三
年
に
は
花
笠
が
消
え
て
道
化
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
﹁
踊
子
一
五
人
﹂
と
い
う
記
述
は
、
現
行
の
諸
役
か
ら
見
て
歌
う
た
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
郡
上
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
は
、
伝
播
当
初
か
ら
秋
祭
り
の
奉
納
芸
と
し
て
﹁
中
踊
り
﹂
と
﹁
側
踊
り
﹂
を
備
え
た
様
式
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
下
伊
那
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
﹁
風
流
拍
子
物
﹂
が
伝
播
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
時
代
と
共
に
多
少
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
の
悪
霊
・
精
霊
・
新
︵
荒
︶
御
霊
を
圏
外
に
鎮
送
す
る
目
的
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
、
郡
上
地
方
の
﹁
か
け
踊
り
﹂
﹁
か
き
踊
り
﹂
は
、
江
戸
時
代
中
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期
以
後
に
﹁
風
流
踊
り
﹂
が
伝
播
し
た
も
の
で
あ
り
、
豊
作
祈
願
・
豊
年
祝
い
と
し
て
氏
神
に
奉
納
す
る
目
的
を
継
承
し
て
い
る
。
下
伊
那
地
方
と
郡
上
地
方
に
分
布
し
て
い
る
﹁
か
け
踊
り
﹂
は
、
行
列
を
練
り
込
ん
で
何
カ
所
か
で
踊
り
、
最
終
目
的
地
を
目
指
す
形
式
の
名
称
で
あ
っ
て
、
踊
り
の
目
的
・
芸
態
・
分
類
な
ど
に
よ
る
名
称
で
は
な
い
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
記
す
な
ら
ば
、
﹁
風
流
系
獅
子
踊
り
﹂
も
﹁
か
け
踊
り
﹂
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
度
の
執
筆
が
紀
要
へ
の
最
後
の
論
文
と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
註１
﹃
﹁
下
伊
那
の
か
け
踊
﹂
調
査
報
告
書
﹄
︵
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
作
成
平
成
二
二
年
二
月
二
五
日
発
行
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
︶
。P
.
1
6
～
2
6
２
前
嶋
茂
子
﹁
か
け
踊
の
研
究
﹂
︵
﹃
芸
能
の
科
学
﹄
３
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
編
昭
和
四
七
年
三
月
三
一
日
平
凡
社
︶
。P
.
1
～
4
1
３
植
木
行
宣
芸
能
文
化
史
論
集
３
﹃
風
流
踊
と
そ
の
展
開
﹄
︵
二
〇
一
〇
年
五
月
岩
田
書
院
︶
・
山
路
興
造
﹃
近
世
芸
能
の
胎
動
﹄
︵
二
〇
一
〇
年
六
月
三
〇
日
八
木
書
店
︶
。
４
植
木
行
宣
芸
能
文
化
史
論
集
３
﹃
風
流
踊
と
そ
の
展
開
﹄
︵
二
〇
一
〇
年
五
月
岩
田
書
院
︶
。P
.
1
2
５
山
路
興
造
﹃
近
世
芸
能
の
胎
動
﹄
︵
二
〇
一
〇
年
六
月
三
〇
日
八
木
書
店
︶
。
６
喜
多
村
信
節
﹃
嬉
遊
笑
覧
﹄
︵
巻
、
付
録
１
巻
。
文
政
年
︵
1
8
3
0
︶
自
序
。
部
類
12
13
を
分
け
、
和
漢
の
書
か
ら
特
に
近
世
の
風
俗
習
慣
や
歌
舞
音
曲
に
関
す
る
事
物
を
集
め
て
叙
述
・
考
証
し
た
も
の
︶
。
７
中
村
浩
﹃
か
け
踊
り
覚
書
﹄
︵
昭
和
五
八
年
七
月
一
日
信
濃
毎
日
新
聞
社
︶
。
８
註
２
に
同
じ
。P
.
6
９
平
成
二
十
一
年
度
文
化
庁
﹁
変
容
の
危
機
に
あ
る
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
作
成
の
推
進
事
業
﹂
﹃
﹁
下
伊
那
の
か
け
踊
﹂
調
査
報
告
書
﹄
︵
社
団
法
人
全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
作
成
平
成
二
二
年
二
月
二
五
日
文
化
庁
文
化
財
部
伝
統
文
化
課
発
行
︶
。
註
５
に
同
じ
。
10
註
４
に
同
じ
。
11
﹃
豊
国
祭
礼
図
屏
風
﹄
豊
臣
秀
吉
の
七
回
忌
に
あ
た
る
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
八
12
月
、
豊
国
神
社
臨
時
祭
り
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。
秀
頼
の
命
に
よ
り
豊
臣
家
お
抱
え
絵
師
・
狩
野
内
膳
が
描
い
た
も
の
で
、
祭
礼
か
ら
二
年
後
の
慶
長
一
一
年
に
豊
国
神
社
へ
奉
納
さ
れ
た
。
六
曲
一
双
の
右
隻
に
は
八
月
一
四
日
の
様
子
が
、
左
隻
に
は
一
五
日
の
様
子
が
描
か
れ
た
れ
て
お
り
、
風
流
踊
り
は
八
月
一
五
日
に
大
仏
殿
の
前
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
註
４
に
同
じ
。
13
註
５
に
同
じ
。
14
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その他の諸役踊り手芸能名
⑨温 田
伝承地名
第一表 下伊那地方「かけ踊り」比較表
⑦満 島
宿入・宮ほめ・道中囃子・笠くずし祓・大傘(歌)・笛各
１・旗２
大太鼓１・小太鼓
３・花笠５
御宮踊・宮下の庭・がらん様・あみ
だ様・みだ様（盆踊り）
笛１・幣・旗各２歌
多数
太鼓打・持２組棒振
り２・鉦１・小女郎
４
かけ踊り
（シデ踊り）
榑木踊り 大太鼓１・中・小
３・鉦４
柳１・切子燈籠５・
旗多数・笛多数・歌
２
お祭り広場・お稲荷様鳥居前・本宮
前・南宮神社鳥居前・南宮神社前・
笠破
⑧中井侍 宿入り
道中囃子
①下 栗
演 目 名
太鼓打・持２組・鉦
１・ヒッチキ・ササ
ラ２組・奴２
念仏踊り
明治時代に新しく再構成されたもの
⑥向 方 かけ踊り 太鼓打７・鉦１・
柳・奴各２
笛・大・小燈籠各１
③日 吉
庭入り・念仏・和讃（多数）（盆踊
り）
笛６・旗２・切子燈
籠・花・柳各１
太鼓打・持４組鉦
１・ヒッチキ・ササ
ラ２組・奴２
念仏踊り
かけ太鼓
②和 合
かけ踊・念仏和讃切子燈籠・旗・笛各
１
太鼓打８・鉦１・
奴・柳各１・
かけ踊り④大河内
堂の庭・渡拍子・金比羅様の庭・伊
勢音頭・和讃・手踊り
旗・切子燈籠・笛各
１
太鼓打13・鉦１・棒
振・笹各２・槍・長
刀各２
かけ踊り⑤坂 部
拍子揃・道行・庭誉・念仏・蚊払
い・手踊り・引踊り
庭入り・念仏・和讃（多数）（盆踊
り）
糸燈籠・旗各１花・
傘各２・笛
その他の諸役伝承地
踊 り 手
側踊り中踊り
第二表 郡上地方の「かけ踊り」比較表
福江の木・他剣・ささら各２・田打笠
各12・しで笠 20・おか
め・大黒各１・他
太 鼓（拍 子
方）４・鉦引
１
②河 鹿
演目名
出しの花・大傘各・幟
２・笛 10・音頭・歌各
４・警護10・他
花笠 12・長刀２・おめ
１・踊子（奴）37・他
⑤中津屋
中桁前の踊・お庭踊・殿
前の踊・他（盆踊り）
露払・音頭各２・禰宜・
出花・台傘各１・５・笛
16・踊子（地歌）頭１・
踊子(地歌)15・他
悪魔払・長刀各１・ササ
ラ・田打各16・おかめ・
大黒各２・大奴・小奴各
８・花笠12・他
折太鼓３・鉦
引１
③寒 水
太 鼓（拍 子
打）３・鉦引
１
本歌・引歌・伊勢大神
楽・他
長刀・剣各４・奴16・打
13・花笠12・他
太 鼓（拍 子
方）４・鉦引
１
⑨坪 佐
本踊・十禅寺・屋志の
踊・他
高鼻・露払各１・笛・歌
おろし各10・大神楽１
組・他
笛８・歌おろし４・花・
田楽・大将各１露払・先
箱・弓各２・他
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